
東京環状道路有識者委員会の最終提言について

－記者発表資料－

国土交通省と東京都は、東京外かく環状道路（関越道～東名高速）のＰＩ

プロセスの透明性、客観性、公正さを保つことを目的とした「東京環状道路

有識者委員会 （委員長：御厨 貴 政策研究大学院大学教授）を、昨年１２」

月に設置しました。

その後、公正中立な立場から計１３回にわたって議論が行われたところで

すが、本日(１１月２９日)開催されました第１３回委員会において、最終提

言がまとまりましたので、お知らせいたします。

なお、提言を始め有識者委員会に関する資料は下記のホームページでもご

覧いただけます。

なお、東京都においても同時に発表しています。

東京外かく環状道路ホームページ

http://www.ktr.mlit.go.jp/gaikan/

平成１４年１１月２９日

国土交通省関東地方整備局

発表記者クラブ

国土交通記者会 国土交通省建設専門紙記者会
竹芝記者クラブ さいたま新都心記者クラブ
横浜海事記者クラブ 神奈川建設記者会

問い合せ先

【東京環状道路有識者委員会事務局】

国土交通省関東地方整備局道路部計画調整課長 伊藤 高
いと う たかし

電話： 代表］０４８－６０１－３１５１（内線 ４３１１）［



『東京環状道路有識者委員会』最終提言について

本日開催の東京環状道路有識者委員会において最終提言がと

りまとめられました。そのポイントは以下のとおりです。

〔ポイント〕

（ＰＩの取り組みについての評価）

． 、１ 我が国初の構想段階のＰＩとして実施したものであり

平成１４年１１月までのＰＩプロセスについては、総じ

て、行政側から概ね合理的な資料提供がなされているも

のと評価。

（意見の整理）

２．広範な意見把握の結果によると、広域的には外環の必

要性を認める意見が多いが、家屋移転や環境悪化など沿

線地域への影響に対する地元の不安は依然解消されてい

ない。

（基本的方針の決定）

３．今後は、移転戸数を少なくし、地元住民への影響を軽

減化するため、インターチェンジ無し地下案を検討の基

本とし、地元区市と調整の上、速やかに基本的方針を決

定すべき。

（環境への配慮等）

４．沿道環境への影響などについては、基本的方針を定め

た後に、正式な環境アセスメント手続きの段階で、さら

なる評価を行うべき。
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昭和４１年都市計画決定の構造（５ＩＣあり高架）

外環（関越道～東名高速間）の地下化イメージ断面図

今後の検討の基本案イメージ（０ＩＣの地下等）

（参考）

○シールドの例
地表面


